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マスクの取扱について 

 

 保護者の皆様には、当附属幼稚園の教育活動並びに新型コロナウィルス感染拡大予防対策にご理解、ご協力い

ただきまして、誠にありがとうございます。 

 先日、「今後の方針について」において、マスクに関しての幼稚園の基本方針をお伝えしたところですが、その

基本方針を基に 2 週間保育を行いまして、園内において、新型コロナウィルス感染拡大予防と熱中症予防とのバ

ランスをとりながらマスクの着脱をさせること及びその際のマスクの管理の難しさに直面しております。 

つきましては、園内におけるマスクの取扱や管理方法について新たにお知らせするとともに、保護者のご意向

を聞かせていただき、対応してまいりたいと思います。ご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○マスクに関しては、通園時は着用をお勧めします。ただし、熱中症の危険性もあることから、帽子 

をかぶること、首元を冷やすこと、水分補給をすることなど、対策を工夫してください。 

○幼稚園では、戸外ではマスクを外して活動します（マスクはビニール袋に入れて保管）。保育室内では、

窓は必ず 2 カ所以上開けて換気をしながら冷房を入れた上で、基本的にマスクを着用して活動します。

適宜水分補給もします。お子様の状態を観察して、外すこともあります。年少組に関しては、日本小児

科医会の提言により、この限りではありません。 

（https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/2saimimann_20200525.pdf 参照） 

 

「今後の方針について」でお知らせしたマスクの取扱についての基本方針 

 

○園内おけるマスクの着脱や管理方法について 

・自由選択活動においては、保育室内、戸外にかかわらず、マスクを外して活動します。 

・学級全体活動においては、マスクを着用して活動します。 

体操やダンスなど動的な活動では、遊戯室やピロティ（遊戯室前）、保育室前芝生、戸外など、人と

の距離をとれる場所で、短時間で行います。十分距離がとれる場合にはマスクを外すこともありま

す。 

※熱中症指数を参考にして、活動の内容を決めます。活動する際には体調管理に十分留意します。 

※活動の前後には、手洗いと消毒をします。 

○使用済みマスクを入れるためのビニール袋は、幼稚園で用意します。 

・登園時の手洗いやうがいをした後や活動内容に応じて、一日に複数回マスクを外すことがあります。 

マスクの表側にはウィルスや埃などが付着している可能性があります。子ども自身でマスクの表裏

を見極めて管理することは非常に難しいため、マスクを一度入れたビニール袋は廃棄し、次にマスク

を外す時は新しいビニール袋に入れることにいたしました。ビニール袋は幼稚園で用意します。 

 

園内におけるマスクの取扱の詳細 

 

https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/2saimimann_20200525.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、保護者の皆様には、ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。なお、社会の感染症拡大の

状況によっては変更になる可能性もあります。ご了承ください。 

 

 

     

 

    

○新しいマスク（「未使用マスク」と明示し、名前を書いてください。）を持ってきてください。 

・マスクを落としたり濡らしたりすることがありますので、必ず新しいマスクを持って来てください。 

保護者の皆様にご協力いただきたいこと 

 

・園内においては、上記に書いた通りマスクの着脱を行います。 

呼吸器系の疾患をお持ちの方や新型コロナウィルス感染の心配などで自由選択活動時にも園内での 

マスク着用希望の方には、個別に対応いたします。メールにてご意向を聞かせてください。 

保護者のご意向をお聞かせください。 

 


